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＜連絡事項＞

· 8/12（水）～8/13（木）久保優子さんの通所ローテーション研修実施。

· 本日より、久保清美様デイナイトケア正式利用。

· 8月23日　施設巡視あり。

＜デイケア事例検討＞

高柳　和子様（51）女性　主病名：統合失調症　　合併症：甲状腺機能低下症
利用開始日：平成21年1月7日（1年6ヶ月）

治療計画　①他者との交流が自信を持って行えるように対人関係能力の向上を計る。

②本人の能力を適切に評価し出来ているという実感を持ってもらう。

検討内容　青山荘退所（9/30）に向けての関わり方

本人の様子
・現在の困っていることについて、『住む場所が決まらなくて不安』『住所が決まっても、その後の住所変更等の手続きが不安』『気分にむらがあり、落ち着こうと思うがなかなか落ち着かない』と話されている。

→青山荘より情報提供。帰住先は、退所後の支援を考え、青明舎に検討をお願いしていく予定。アパート探しを通じて青明舎と本人様との関係性を構築していく。（補足情報：9月より八戸赤十字病院から当院外来へかかりつけ医を変更する予定。そのことに対して本人様は特に心配はないと話されている）

・青山荘退所後、デイケアの利用日を変えて、自分の時間を多く持ちたいと話されている。デイケアの利用について、「ここ（青陽館）にいるだけで安心する。楽しい」「誰も自分に声をかけてくれない」と話されている。

・夜間の睡眠は良好であり、朝5時から5時半には起床できている。

検討結果
○退所後の帰住先が決定しないことに対する不安について、デイケアとして直接的な支援はできないが、間接的な支援を行うことができる。

・プログラムを通じて、単身生活に必要な知識や技術を伝える。

・今後単身生活を目指す利用者様、単身生活をしている利用者様と情報交換する機会を設けていく。

・アパート探しに本人様も参画できるように、アパートの広告紙などにともに目を通す。

・本人様の話を傾聴、受容し、不安に対しては共感すると共に、解決策を共に考える。

○デイケアの利用日変更の希望に対しての対応。

・利用曜日の変更を希望するものなのか、利用日数の減少を希望するものなのか。自分の時間を持つことはよいことだが、どのように時間を使いたいと望まれているのか。利用日数を減少させることにより、本人様のメリットとデメリットとしてどのようなことが考えられるのか。具体的な部分が不明なため、本人様に確認してみることが必要。

・青山荘退所後、生活状況が変化するため、退所後の生活に慣れるまでの間はこれまで通りの通所を継続し、生活状況のアセスメントの上でデイケア利用について検討したほうがよい。

○「誰も自分に声をかけてくれない」と話されていることについて

・スタッフは、本人が一人でいるときに声掛けを行うように心がけており、また頻回に声掛けしている利用者様も存在している。

・スタッフが声掛けするように心がけているが、スタッフと本人様の1対１の会話では次につながっていかないため、他利用者様を巻き込んだ1対多数での交流となるようにしている。しかし、1対多数では、その会話に本人様が混じることができず、その場を去ってしまう。

・本人様の解釈と他者の解釈に違いがある。他者との交流について、スタッフ側がどのようにご本人様にアプローチしようとしているのか、しているのかの説明と同意を得ること、スタッフ側が客観的に見てどのように見えるのか、ご本人様が同じ状況をどのように捉えているのかを摺合せすることも必要。

＜事業進捗報告＞

・プログラム担当：9月分プログラムテキストの締め切りは16日の朝9時です。合わせて予定の入力もお願いします。

・環境整備担当：クモの巣取りを継続実施中。窓の外側の汚れの掃除、芝刈りをうまく実施できず、

方法について検討中。部署内での検討と、庶務への相談も行っていく。

園芸用のリールシャワーホースが、ごみ収集の際に一緒に収集された可能性あり。

ごみ捨て場へのごみの出し方について検討していく。

通所の温度計が、正しく温度を計測することが出来ておらず、環境調整が行いにく

い状態。庶務への修理依頼を行っていく。

・書式改善担当：新書式の作成作業は進んでいない。

　　　　　　　　ケアマネジメント書式による評価は、各利用者様担当スタッフごとに進めている。欠席が多い利用者様の評価が実施できないことや、聴取による評価であり一人一人の評価にかかる時間を長く要するため、全利用者様の評価終了までに時間を要すると考えられる。進捗について随時報告していく。

＜利用者様情報＞

北村　奈美　様～本人様より、本日デイケア欠席の電話連絡あり。欠席の理由について、血液検査と脳の検査結果が悪かったことがショックで落ち込んでいたと話されている。

稲垣　ふき　様～SSTプログラム中、リーダーを務めると話されていたが、

田中　　一　様～突然、青森までの電車やバス賃についてスタッフに確認をしている。週末に、昭和大仏にお金を納めに行きたいと話されている。金銭的に厳しいと毎月のように話している為、その点を考慮して行くように説明していく。

前野　義勝　様～「家の掃除をいなきゃいけない」「頭痛がある」と様々理由を並べて欠席したいと希望。ナイトケアを利用しているのであれば、利用日にはきちんと通所するように説明すると、遅れて来所。今まで、「利用したい」「辞めたい」を繰り返していることを振り返ると、自分はまず不満を口に出してしまうと話される。不満や迷いを持つのは良いが、安易に行動に起こすことで、周囲や自分に影響を与えてしまうことをよく考えてから行動するように説明している。

＜外来情報＞

大久保　恒夫様～「今回は大変なことをしてすみませんでした」と謝っており、どのようなことをしたのか担当医に報告している。暴力行為は良くないこと、交友関係についても気をつけるよう説明している。

鈴木　恵美子様～採血実施。尿検査では異常所見なし。食事療法の成果であること説明。お盆は近所の店の手伝いで忙しいとのこと。

冨田　紀子　様～昨日は頭痛があったが、睡眠は取れているとのこと。ハルシオン2錠から3錠に増薬、センナリド3錠から4錠に増薬しアローゼンと止めとしている。室岡整形外科入院していた期間、当院処方の内服薬は飲んでいなかったとのことで、次回受診時に返却するよう説明。体重39.4kg。

長瀬　紘一郎様～お盆は実家に帰るとの事。食事は自分でおかゆをつくって食べると話す。

中居　松男　様～元気がない様子あり。嘔吐があって鹿内内科受診した件について「何で行ったんだろうな」と忘れている様子。部屋の環境調整や水分・食事摂取など、自己管理が難しいとのことで、青山荘で食事を摂ってはどうかと説明すると、「1週間考えてみる」と話されている。

山田　健次　様～歩き方が不安定な様子あり、坂道は杖をつかなくても大丈夫かと確認すると、「大丈夫」と答えている。夏バテはしていないとのこと。

船場　幸子　様～誤薬があった件について「すみませんでした」と話す。今後は気をつけるよう説明。20日以降、姉が来るとのことでお盆は帰省しないとのこと。

山田　吉夫　様～喫煙室にこもっており、呼んでもなかなか診察室に来られない。デイケア利用は負担になっていないと話す。体重62.2kg。

上久保　善郎様～お盆休みはあるが、いつからか両親に確認していないと話す。8/19採血予定。体重は90kgと自己申告している。

奥山　以衣子様～夏バテはしていないかと問うと、「あすなろ交流会は、手を挙げなかったから行きません」と答えている。弟様には連絡がついたようで、9月に墓参りに行くとのこと。

柳町　信之　様～近所の人の迷惑になっていないかと確認すると、うるさいと言われることはないと話す。

中居　美津子様～福井整形外科には隔週で通っているとのこと。お盆は実家に行くと話されている。

神山　和典　様～13日から16日はお盆なので休むと話す。幸房もナイトケアも休みなのかと確認すると、「休みです」と答えている。

前野　義勝　様～訪問看護について通所スタッフに相談したところ、本人には不要ではないかと説明されたとのこと。午前中は幸房で掃除をして過ごしていると話す。禁煙したいとのことで、禁煙外来についてや当院にニコチンパッチがあるかどうか確認している。

